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Ⅰ．はじめに
　2018年10月24日-25日に，3rd Asia Pacifi c Conference 
of Coaching Science（以下，APCOCS）が，韓国のソ
ウルで開催された1）。
　APCOCSはアジア圏を主としたコーチング学研究の
国際的な学会であり，最新の研究成果の発表や，研究
交流が可能である。第１回大会は本学（北翔大学）で，
第２回大会は中国（上海体育大学）で開催され，非常
に親交深い学会大会であった。今回は，Korea National 
Sport University（図１）で開催された。この大学は韓
国を代表する国立の体育大学であり，数多くのオリン
ピック選手を輩出している。（図２）。筆者らは北方圏生
涯スポーツ研究センターの研究成果として当学会にて，
研究発表を行った。本論ではその概要について報告する。
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター
３）北翔大学　非常勤講師
４）北翔大学大学院生涯スポーツ学研究科　研究生
５）一般社団法人　ポスチュアウォーキング協会
６）北翔大学大学院生涯スポーツ学研究科　修士課程
図１　Korea National Sport University
図３　大会集合写真
図２　オリンピックにおけるメダル獲得者のモニュメント
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Ⅱ．研究発表内容報告
１．Research for the development of the sit ski for the 
cross country ski events in Pyeong Chang 2018 
Paralympic Winter Games
Tadashi  Takeda,  Keizo Yamamoto,  Shun 
Watanabe
１）目的
　北翔大学学生が2018年冬季パラリンピック平昌大会の
クロスカントリー，バイアスロンの座位部門に出場し
た。本研究では，パラリンピックで使用したクロスカン
トリー用シットスキーの開発について報告することを目
的とする2）。
２）方法
①最大酸素摂取量の測定
　対象選手の持久的能力を把握するため，最大酸素摂取
量を測定した。測定は，車椅子の走行が可能な大型トレッ
ドミルを利用し，呼気ガス分析器（AE-310s，ミナト医
科学社製）を用い，Breath by Breathで取り込み周期
30秒に設定して酸素摂取量を測定し，体重当たりの値を
求めた。被験者が日常利用している車椅子を利用し，心
拍数を同時に計測した。
②雪上実験
　平成29年５月に旭岳クロスカントリーコースにて雪上
実験を行った。座面シート角度を0°と20°の際の同距離
滑走によるタイムストック使用回数を算出した。
③モーションキャプチャによる実験
　モーションキャプチャシステム（MAC3D, Motion 
Analysis社製），フォースプレート（BP6001200, AMTI
社製）を用いて，「重心位置の測定」「ストックワークに
よる推進力の測定」を行った。
③大型トレッドミルにおける滑走実験
　作成した新しいタイプのシットスキーを用いて，大型
トレッドミル上で滑走実験を行った。心拍数と自覚的運
動強度（RPE）を算出した。
④新タイプシットスキーの重心位置の測定
　作成したシットスキーの重心位置を測定した。
３）結果
　最大酸素摂取量は33.6ml/kg，最大心拍数180bpmの
結果を得た。オールアウトの時間は10分41秒であった。
　雪上滑走分析の結果，ストックを突く回数は31回で同
数であったが，タイムはシート角度0°が35秒，20°が41
秒であった。
　重心位置測定では，スキーのセンターから重心位置の
距離が，①基本姿勢では21.9㎝後方，②腕を前に出した
姿勢では18.3㎝後方，③ストックを突いた姿勢では16.9
㎝後方，④グライドポジションでは12.0㎝後方であった。
　ストックワークによる推進力測定の結果，座面の前傾
角度を８度とし，背面前傾角度を６度と８度の２条件で
測定し，背面前傾角度６度の条件でチェアベース部の速
度が最も高く（2.21m/s），被験者も主観的に最適である
と答えた。
　作成したシットスキーにおいて，重心測定をしたとこ
ろ，スキーセンターからの位置が，①基本姿勢では9㎝
後方，②ストックを前に出した姿勢では2㎝後方，③グ
ライドポジションでは3.5㎝前方という結果であった。
５）考察
　新しく作成したスキーは重心位置がスキーのセンター
に近づき，良好な状態となった。このシットスキーを
利用しパラリンピックに出場し女子バイアスロン6㎞，
12.5㎞においてそれぞれ13位という成績を収めた。次回
の中国におけるパラリンピックに向けて，今後もシット
スキーの開発をしていきたい。
６）質疑応答
Ｑ：シットスキーの開発において，重心をスキーのセン
ターに合わせようとしたのは何故か？
Ａ：コーチからの要望であり，スキーのセンターの上部
に重心が位置することにより，最もバランス良くス
キーに加重でき，適切な撓みを生じさせ，スキーの
性能を引き出し，滑走性が良くなるためである。
７）発表を終えて
　今回，「Outstanding Researcher Award（優秀研究者
賞）」を受賞することができ，非常に光栄である。共同
研究者を初めご協力いただいた皆様に心より感謝申し上
げる。今後も冬季スポーツの研究に取り組んでいく決意
をした次第である。
図４　発表の様子（竹田）
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２．Study on the development of “Rhythm Exercises” 
to improve the physical fitness and the exercise 
capability of children in Hokkaido
Shuhei Hirota
１）目的
　近年の北海道の子どもの体力・運動能力は他府県と比
較すると非常に低い水準を示しており，この現状の打破
を目的に「地域性に左右されず，専門的な運動指導員も
必要ではない，手軽に取り組める子どもの体力・運動能
力向上プログラム」としてのリズム体操開発に取り組ん
できた。今回のAPCOCSでは，発表者らが平成27年度
から平成29年度の３年間で取り組んだ「リズム体操」開
発に関する知見をまとめ，研究発表を行なった3）。
２）方法
　本研究では第１に，北海道内でこれまで開発・実践さ
れたリズム体操である「道民体操（どさんこ体操）」，「はっ
ちゃき体操」を中心に体力向上のための「音楽に合わせ
て構成された運動」について調査研究を行い，制作者や
監修者からのヒアリング調査等により，それぞれの実施
背景，実施内容，運動の選定理由，普及状況，運動効果，
制作手順，現状と課題等を抽出した。
　第２に，全国体力・運動能力，運動習慣等調査で行わ
れる新体力テストの課題内容とねらい等について確認し
た。その後，それらを踏まえた上で，８項目の運動課題
における体力・運動能力向上に効果的に働く「リズム体
操」の構成運動を発生運動学的立場から検討し，それら
の構成運動を前年度のヒアリング調査で得られた知見を
基に効果的に配列した。
３）結果
　ヒアリング調査により「リズム体操」制作において「①
対象者の幅（ここでは，運動の得意・不得意など）を考
慮して，同一の目的を持った運動でも運動強度や難易度
に幅を持たせる必要があること」「②容易な運動すぎず，
子どもが飽きずに何度でも試みたくなるような運動を内
包させること」「③子どもが対象となるため，雑多な運
動を寄せ集めたプログラムではなく，興味・関心を惹き
つけるような一つのテーマやストーリーを運動プログラ
ムに内包させること」「④構成される運動プログラムを
さらに引き立たせ，子どもが自然と動きだしたくなるよ
うな快感情を誘発するような伴奏曲を伴わせること」の
４要素が特に重要であることを明示した。
　また，文部科学省の「新体力テスト」は８運動項目で
構成され「基礎的運動要因」と「基礎的運動能力」を測
るテストとして位置づけられており，「基礎的運動要因」
は「筋力，持久力，瞬発力，敏捷性，柔軟性など」の体
力要素を意味し，他方の「基礎的運動能力」は「走る，
跳ぶ，投げる，打つ，押す，蹴るなど」の運動能力を意
味するとともに目的を持った運動行為としてとらえる必
要があることを明確にした。また，これらの運動行為に
はそれぞれ固有の「走る」リズム，「跳ぶ」リズム，「投
げる」リズムといった「基本リズム」が存在し，それぞ
れの運動行為が有する固有の「基本リズム」を基盤とし
て「リズム体操」は構成された。
４）考察
　平成27年度から29年度の３年間で，北海道における子
どもの体力・運動能力を向上させる目的で新しい「リズ
ム体操」を開発することができたが，新体力テストで扱
われる内容のうち，特に50m走やソフトボール投げ，立
ち幅跳び等は体力や筋力のみが測定結果に対しての要因
ではなく，動きの「基本リズム」の獲得性が不可欠であ
ると考えられた。その為，今後，小学生に対し開発した「リ
ズム体操」を実施し，その効果の検証を行なうこととなっ
ているが，実施前・実施後の体力測定の結果のみならず，
対象群の動きの変化とその意味構造についても分析する
必要がある。
５）質疑応答
Ｑ：このリズム体操のオリジナリティは何か。
Ａ：これまで日本で取り組まれてきたリズム体操は，い
わゆる体力要素を高めることに主眼をおいたものば
かりであったのに対し，「投げる」「走る」「跳ぶ」
などの動作は筋力等の体力要素が高ければ測定値が
高くなるというわけではなく，固有のリズムを獲得
する必要があるため，それぞれの動作を獲得するの
に効果的に働く「基本リズム」を軸として本リズム
体操を構成したことである。
６）発表を終えて
　今後，文京台小学校で実際にリズム体操を実施し，そ
の効果を検証することが予定されているため，それらの
結果もまとめて報告したい。
図５　発表の様子（廣田）
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３．Studies on improvement of physical fitness and 
education for Junior Leader by morning exercise 
at primary school in 2017
Yui Ishii, Tadashi Takeda, Asami Yoshida, 
Yuichi ro Kondo,  Shin- ichi  Omiya,  Naomi 
Mashiyama
１）目的
　北海道の児童生徒の体力低下は深刻な問題となってい
る。北翔大学では平成22年度から，地元Ｅ市教育委員会
と連携し，近隣のＡ小学校において，小学校１年生～３
年生を対象とした体力向上，運動好きの子どもの育成を
目指した「朝運動プログラム」を実施している。平成25
年度からは，１年生と一緒に運動するジュニアリーダー
（４～６年生）の育成も実施している。本研究では，平
成29年度の「朝運動プログラム」の実践を報告し，その
効果を検討することを目的とする4）。
２）方法
　研究対象は，小学校１年生29名（男子14名，女子15
名）と小学校４年生から６年生の自主的に参加を希望し
たジュニアリーダー26名とした。「朝の運動プログラム」
は，５月から12月までの全36回，子どもが楽しみながら
体力向上を目指した。
　プログラムの前後においては，文部科学省の新体力テ
ストのうち，立ち幅跳び，握力，長座体前屈，上体起こし，
反復横跳び，20ｍシャトルランを実施した。５月と12月
の比較については，対応のあるｔ検定を用いた。有意水
準はp<0.05とした。また，プログラム終了後にアンケー
ト調査を実施した。
３）結果
　男子14名に関しては，５月の平均値と比較して12月の
平均値は，握力の項目を除く全ての項目で値が向上した。
また，長座体前屈，上体起こし，20mシャトルランに関
しては，有意に高くなった。全国との比較では，12月の
値は全ての項目において，全国平均値を上回った。
　女子15名に関しては，５月の平均値と比較して12月の
平均値は，反復横跳びの項目を除く，全ての項目で値が
向上した。また，立ち幅跳び，握力，上体起こしにおい
ては有意に向上した。全国との比較では，12月の値は反
復横跳びを除く，全ての項目で全国平均値を上回った。
　１年生へのアンケート調査では，16名が「とても楽し
かった」，７名が「楽しかった」と回答し，児童は「朝
運動プログラム」を肯定的にとらえていた。
４）考察
　体力テストの結果では，５月と12月の比較においては，
男子は，立ち幅跳び，握力，反復横跳びの３項目，女子
は長座体前屈，反復横跳び，20ｍシャトルランの３項目
に対し，有意差が生じた。12月の値においては，全国平
均値を上回る項目が６項目中，男子６種目，女子５種目
であった。
　以上の結果から，プログラム実施により対象者の体力
が向上したと考える。また，実施後のアンケートにおい
ても児童全員が「朝の運動プログラム」を肯定的にとら
えており，楽しみながら体力向上を目指すことに効果が
あり，子どもたちで作る「朝の運動プログラム」が体力
向上を試みる環境づくりとして，児童に好影響を与える
ことが示唆された。今後の課題として，楽しみながらよ
り効果的に体力向上ができるプログラムを開発し，検証
していきたい。
５）質疑応答
Ｑ１：運動プログラムの作成はどのように行なわれてい
るのか？
Ａ１：平成29年度からは，ジュニアリーダーが主となり
運動プログラムの内容や使用する道具などを検討
し展開している。
Ｑ２：朝運動プログラムが学校生活にどのような影響を
与えているのか？
Ａ２：朝運動プログラムの実施日では，１時間目から集
中して活動することができていると報告を受けて
いる。
６）発表を終えて
　子どもの体力向上や運動プログラムについての感心が
高く，現代社会における子どもの体力問題が着目されて
いることを改めて認識した。今後，プログラムの発展及
び検証方法を検討し，継続的に研究を進めていく。
図６　発表の様子（石井）
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４．Analysis of cross country skiing velocity and 
poling technique in the biathlon competition in 
PyeongChang Paralympics game 
Shun Watanabe, Keizo Yamamoto, Tadashi 
Takeda, Yuichiro Kondo 
１）目的
　シットスキーは障害者スポーツの一種目であり，座位
で行われるスキー競技である。本研究では，シットスキー
に関してポーリング技術は滑走速度に影響を及ぼすと仮
説を立てた。本研究の目的は，2018年に開催された平昌
パラリンピック競技大会バイアスロン競技のクロスカン
トリースキーにおける滑走速度とポーリング動作との関
係を明らかにすることとした5）。
２）方法
　被験者は，平泳パラリンピックのバイアロン女子6㎞
シッティングに出場した全15名のスキーヤーとした。各
スキーヤーは２㎞の周回コースを３周した。ビデオ撮影
は，各周回の最後の平坦なストレートコースで行い，ス
キーヤーを側方から撮影した（60 fps，シャッタースピー
ド1/2000 s）。各スキーヤーに対して周回毎の走行動作
を撮影し，計45走行を撮影した。解析には，動画解析ソ
フトウェアDirtfi sh（Dirtfi sh Co.，Ltd.）を用いた。滑
走速度の解析では，計測開始から終了までの距離区間を
画面内で定義した。チェア部がこのセクションを通過す
る時間を計測した（以下，スキーイング時間とする）。
スキーイング時間が短いほど，滑走速度は相対的に大き
いことを示す。ポーリング技術の分析のために，ポール
接触から次の接触までの時間（以下，ポーリング周期と
する）を計測した。本研究では，ポーリング周期をポー
リング技術の指標値とした。ポーリング周期が短いほど，
ポーリング頻度（ポーリング周期の逆数：１秒間に行う
ポーリング動作回数， 単位Hz）が高いことを示す。
　統計処理では，スキーイング時間とポーリング周期の
関係を調べた。全45走行のデータを散布図にプロットし，
ピアソンの相関分析から決定係数R2と有意確率Pを求め
た。また，周回毎のスキーイング時間とポーリング周期
の差を調べるために，各周回のスキーイング時間とポー
リング周期の平均値と標準偏差を求め，一元配置分散分
析（ANOVA）を用いて差を検定した。ポストホックテ
ストでは，Tukeyのテストが使用された。有意水準は
５％未満とした。
３）結果
　スキー時間とポーリング周期との間に有意な相関関係
は認められなかった（p=0.2302）。また，ラップ間のス
キー時間に有意差は認められなかった（p=0.3417）。ポー
リング周期に関しては，第３ラップのポーリング周期は
第１ラップと第２ラップのポーリング周期よりも有意に
短かった（p=0.0002）。
４）考察
　順位成績（Rank）とスキーイング時間のプロット図
から，平坦地における滑走速度が順位成績と必ずしも直
結しないと考えられた。スキーイング時間とポーリング
周期の相関分析の結果から，ポーリング頻度は滑走速度
に影響を与えないことが示唆された。この結果から，ポー
リングの動作技術においてポーリング頻度以外の力学的
要素が存在することを示唆しており，今後の研究課題と
したい。分散分析の結果から，周回毎のスキーイング時
間に有意差は認められなかったが，ポーリング周期は，
3rd lapはlstおよび2nd lapに比べて有意に減少してい
た。これらの結果から。3rd lapではポーリング頻度が
増加したが，滑走速度には影響しないことが示唆された。
５）質疑応答
Ｑ：なぜ順位とスキーイング時間は直結しなかったの
か？
Ａ：今回の計測エリアが周回終盤の直線コース内にとど
まっていたことが要因と考えられる。 
６）発表を終えて
　今後は，今回の成果と課題を踏まえつつ，上肢や体幹
の動作分析を実施していきたいと考えている。
図７　発表の様子（渡部）
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５．Teaching handball in the special-needs high 
school
Chihiro Umeda, Tadashi Takeda, Fumikazu 
Kimura
１）目的
　ハンドボールは，１チーム７人で行うゴール型の競技
である。知的障害高等特別支援学校の生徒にとってハン
ドボールは，ホールディングしやすいボールと地面に設
置しているゴールを使用することから取組やすい競技と
いえる。本研究では，知的障害高等特別支援学校に在籍
する生徒を対象とし，ハンドボールの指導実践を報告す
ることを目的とする6）。
２）方法
　対象は，知的障害高等特別支援学校の第１，２，３学年
の男子生徒７名で，授業時数は５時間（１コマ60分）で
指導した。指導内容は，以下の通りである。全ての授業
前には，視覚的教材でハンドボールの概要の説明を行っ
た。１試合目は，ゴールキーパーを設置せず試合時間を
３分間とし，ゴールにシュートが入る喜びを与えるよう
にした。２試合目では，ゴールキーパーを設置し前試合
と同じ時間で，ゴールキーパーとの駆け引きをするよう
にした。２，３時間目の目標は，攻撃側は，ボールを持っ
ている人より前に走ることとした。４，５時間目の目標
は，ボールを持った人は，シュートが打つことが出来れ
ば打つ，出来なそうであれば周りを見てパスをすること
とした。
３）結果
　１時間目の授業では，１回目キーパー無しの試合にお
いて，15対12と多くの得点を得ることができた。２回目
キーパー有の試合では，６対４となり，得点数は減った
がキーパーの役割を認識することができた。また，攻撃
側はキーパーを見てシュートをすることができた。
　２時間目の授業では，コートを広く使用出来たこと，
パスをすること，ゴールにより近いところでシュートを
することができ，前時では負けていたチームが７対４で
勝つことができた。
　３時間目の授業では，ボールを前に出すことを意識で
き，前授業時に負けていたチームが４対３で勝つことが
できた。
　４時間目の授業は，ディフェンス（以下，DF）の状
況を判断した攻撃を意識できた全試合勝利チームが，７
対６で勝つことができた。
　５時間目の授業では，ボールを前に出すこと，DFの
動きを見て判断することが定着していた前授業時の勝利
チームが勝つことができた。10対７となり，得点が初め
ての10点台になった。
４）考察
　本研究において，攻防入り乱れ型の競技のボールを
ゴールへ運ぶ動作を習得することができた。更に，DF
の動きを見てボールをゴールまで運ぶことが出来た。生
徒からは，「シュートが沢山入って楽しかった」，「どん
な風にボールをゴールまで運べばいいのか分かった」な
どの声があった。今後の課題は，継続して指導を行い，
空間を使用する攻撃方法を中心とした指導過程を検証す
ることである。
５）質疑応答
Ｑ：ハンドボールにおいては，ボールを握れることがポ
イントになるが，ボールにはどのような配慮をした
のか？
Ａ：ハンドボールの検定球を使用せず，７インチのゴム
ボールを使用したことで，全員がボールをしっかり
握って投げることができた。また，学校の運営上な
かなか専用のボールを購入するのが難しいこともあ
り，100円ショップで購入できるボールを用意し，
生徒一人一人がボールを使用できるようにした。
 
５）発表を終えて
　アダプテットスポーツという観点からも，非常に興味
を持ってもらえることが出来た。今後は，特別支援学校
の体育授業において実践されている他種目での研究を進
め，指導実践を報告したいと考える。
図８　発表の様子（梅田）
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６．Teaching of the posture walking for primary 
school children
Yukari Yamauchi, KIMIKO, Tadashi Takeda, Keizo 
Yamamoto 
１）目的
　「ポスチュアウォーキング」とは，ポスチュアウォー
キング協会が提唱する歩き方であり，日常生活での歩き
方である。基本姿勢は，背筋を伸ばし，踵に体重を乗せる。
膝関節の伸展による踵着地，後方への腕振りが中心的技
術である。現代の小学生は姿勢の悪化，肥満傾向，体力
低下，生活習慣病などの問題点がある。小学生がポスチュ
アウォーキングを学ぶことで，姿勢への意識，歩くこと
への興味・関心が増加する。加えて，筋力低下や運動不
足，将来のロコモティブシンドロームの予防につながる。
本研究の目的は，小学生を対象としたポスチュアウォー
キングの指導理論を提起し，指導過程を客観的に示した
指導プログラムを作成し，実験授業により検証すること
とした7）。
２）方法
　ポスチュアウォーキングの運動構造と技術を明らかに
し，小学生を対象とした指導理論を指導目標，内容，方法，
評価論について提起した。指導過程を客観的に示した指
導プログラムを作成し，実験授業を実施した。実験授業
の対象は，小学５年生18名（男子７名，女子11名）であっ
た。１回45分の授業を１日に２回実施した（90分）。指
導は２日間実施した。小学校の体育館で，筆者自身が指
導した。実験授業の前後にビデオ撮影し，連続写真を作
成した。また，技術評価用紙を作成しポスチュアウォー
キング指導者３名により評価した。
　アンケート分析は，以下の３項目で評価した。①技術
認識，②授業に対する主観的評価，③形成的評価,これ
らに基づき作成した指導プログラムの評価を行った。
３）結果と考察
　技術評価用紙において，指導では全５項目で全学習者
の点数が向上した。２日目のアンケートの結果では，歩
き方，腕の振り方について７割以上の生徒がポスチュア
ウォーキングの技術を理解，習得することができた。形
成的評価では，９項目中４項目で有意な増加がみられた。
　指導の結果，７割以上の学習者がポスチュアウォーキ
ングの技術を理解，習得できた。しかし，アンケートか
らむずかしかった点やできなかった点が明確となった。
配布資料の準備や，分かりやすい声かけ等の指導内容の
工夫や修正が示唆された。
４）質疑応答
Ｑ１：評価は誰がしたのですか？
Ａ１：ポスチュアウォーキングのスタイリスト（インス
トラクター），３名で評価しました。
Ｑ２：どういうウォーキングですか（技術的に）？
Ａ２：目線を水平線に。頭を背骨の上に乗せるように。
足の裏はかかとから着地し，膝を伸ばして着地し
た後離地するまで伸ばしたままにします。
５）発表を終えて
　ポスチュアウォーキングに対し，日本国外でも興味・
関心を持ってもらえたと実感した。また，英語での発表
や質疑応答，ポスター制作など英語の必要性を改めて認
識した。これからのスキルアップに生かしていきたいと
考える。
図９　発表の様子（山内）
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７．Teaching of Hip Circle Backward on Horizontal-
Bar in Gymnastics
Kyosuke Hayasaka, Tadashi Takeda, Shuhei 
Hirota 
１）目的
　鉄棒運動は，小学生・中学生・高等学校で行われる運
動である。教員は，鉄棒運動指導をすることは多いが，
体操経験者は少なく，鉄棒運動の「幇助」方法を知らな
い教員も多い。様々な書籍等で，後方支持回転のポイン
トや練習段階が紹介され，幇助の方法が説明されている。
しかし，そこでは幇助のやり方は説明されているが，ど
のような意味があるのか，どこに注意する必要があるの
か，どのように行えば効果的か等，詳しく記載されたも
のは見受けられない。そこで本研究では，学校体育で行
われている鉄棒運動のうち，後方支持回転の指導方法を
提示することである8）。
２）方法
　対象は，小学４年～６年の計10名とした。後方支持回
転の運動構造を運動学的視点から明らかにし，後方支持
回転の技術を確認した。それに基づき，この技術を学習
者が習得するための指導目標，内容，教材順序，方法を
構成した指導計画を作成した。指導計画には幇助方法を
明記した。それらに基づき，６回（１回30分）の実験授
業を実施した。技の習得を目指した幇助方法を実施し，
指導実践結果と学習者の習熟過程の技術分析を行い，発
生運動学における地平論的構造分析を用いて，後方支持
回転の幇助方法の技術情報を明らかにした。
３）結果
　後方支持回転の技術として，腕支持局面では腕を伸ば
す，頭部はやや伸展，体幹は屈曲しない，振り上げ局面
ではわずかな肘の屈曲，体幹を伸展し，脚の振り上げは
水平以下を抽出した。回転局面では，わずかに肘を屈曲，
頭部の屈曲（あごを引く），背中を丸めるようにして肩
を後ろに倒し，腹部（へそと股関節の間）を鉄棒につける，
膝と股関節を曲げて鉄棒に巻きつけることとした。回転
終了局面では，手首の返し，体幹の起こしを位置づけた。
　指導内容は，１日目は，導入教材として「台を利用し
た後方回転」を行う。
　２日目は，準備局面の習得のために「後方より鉄棒に
とび上がり支持，後ろ振りから後方に下りる」と「支持
後ろ振りから数回お腹に鉄棒をつけて，後方におりる」
を行い，手首の返しや腹部を鉄棒から離す動きを身につ
ける。次に「腹部を鉄棒につけ，膝と股関節を曲げて鉄
棒に巻きつける後方支持回転」を行い，お腹をつけてか
ら回ることを身につける。
　３日目は，床で「棒を腹部にあてたゆりかご」を身に
つける。次に，あご引きと背中を丸める動きである「あ
ごを引いた後方支持回転」を行い，回転する時にあごを
引きながら回る動きを身につける。
　４日目は，終末局面の習得のための「後方への回転感
覚をつける起き上がり」を行い，上体を起こすこと，手
首の返し，準備局面から主要局面の習得のための「後ろ
振りから起き上がり」を行い，今まで学習したことを一
連の流れで動きを身につける。
　５日目は，「幇助を軽くした後方支持回転」を行い，
連動した動きを身につける。
　６日目は，これまでの総復習を行う。
４）結論
　後方支持回転の技術情報と実際の失敗例，安全に幇助
を行う方法を提起することができた。今後の課題は，異
なる多場面においても有効であるか検証することであ
る。
５）質疑応答
Ｑ：重要な技術はなんですか？
Ａ：脚の振り上げと腹部（へそと股関節の間）を鉄棒に
つけ，膝と股関節を曲げて鉄棒に巻きつけながら回
転すること。
５）発表を終えて
　今後は，幇助方法を用いた実験授業をし，後方支持回
転の有効性を検証したいと考える。これまで国際学会へ
の参加経験は無かったが，発表や情報交流など貴重な経
験となった。
図10　発表の様子（早坂）
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８．The infl uence that free choice play jump activities 
gives for the physical fitness in lower grades of 
the primary school
Asami Yoshida, Takeda Tadashi, Shin-ichi Omiya 
１）目的
　運動能力を評価する基本的な運動として走・跳・投が
挙げられるが，これらの能力を同時に上げるためには莫
大な時間を要することから，学校では実行できる可能性
に乏しい。そこで本研究では，自主的なジャンプ遊びが
小学生の運動能力に及ぼす影響について検討し，学校現
場への一方法論を提案することを目的とした9）。
２）方法
　本研究では，北海道の公立小学校２年生99名（男子52
名，女子47名）を対象とした。ジャンプ遊び取り組み
前の６月と取り組み後の11月に，50m走，立ち幅跳び，
ソフトボール投げ，Countermovement Jump（以下，
CMJ），Rebound Jump（以下，RJ）を行った。2016年
8月26日から11月４日の間で計10回のジャンプ遊びを実
施し，業間中休みの20分間を利用して，１回あたりの実
施時間は15分程度で行った。しかしながら，50m走は11
月の測定において雨・雪の影響で測定できなった。児童
の運動回数は本人の興味・関心，運動能力にまかせて制
限しなかった。遊びの回数の平均値をもとに±0.5SDを
基準に＋0.5SD以上をGood群，－0.5SD以下をPoor群，
その間をMedium群とした。この３群のPreとPostの比
較には繰り返しのある２要因分散分析を用い，F値が有
意であった項目についてはさらに多重比較を行い，有意
水準５％未満で判定した。
３）結果
　男子の運動回数の群におけるPreとPostの比較におい
て有意な向上がみられたのは，立ち幅跳びは全ての群，
ソフトボール投げはGood群のみであった。群ごとの比較
においては，Preにおいて，50ｍ走（G＞P），立ち幅跳び
（G＞M），ソフトボール投げ（G＞P），RJ-index（G＞M）
であった。Postにおいては，ソフトボール投げ（G＞P），
CMJ（G, M＞P），RJ-index（G＞M, P）であった。
　女子の運動回数の群におけるPreとPostの比較にお
いて有意な向上がみられたのは，CMJは全ての群，RJ-
indexはGood群のみであった。群ごとに比較において
は，Preにおいて，50ｍ走，立ち幅跳び，ソフトボール
投げ（G, M＞P）であった。Postにおいては，立ち幅跳び，
ソフトボール投げ，RJ-index（G, M＞P），CMJ（G＞P）
であった。
４）考察
　運動回数が多い群ほど運動能力および体力が高い傾向
を示した。この結果から，運動能力が高い児童が多くの
運動を実施する体力を持ち合わせていたこと，および
ジャンプ遊びに対する興味関心が高かったことが考えら
れる。
　男女ともに立ち幅跳び，ソフトボール投げがPreと
Postで比較して有意に向上していることから，ジャン
プ遊びを繰り返し行うことで脚力が向上し，その結果と
してソフトボール投げの向上につながったものと考えら
れる。
５）質疑応答
Ｑ１：なぜソフトボール投げが向上したのか？
Ａ１：ハイタッチが投げの動作に近かったためではない
かと考えている。
Ｑ２：学校では使えそうか？
Ａ２：運動嫌いが増えている中で，遊びの要素を含んだ
運動を積極的に取り入れていくべき。特に，体育
の授業には取り入れやすいと考えている。
６）発表を終えて
　今後は，小学校のみならず，中学校や高校においても
運動遊びを取り入れることができるのかを検討し，学校
体育の運動遊びについて研究を進めていきたい。
図11　発表の様子（吉田）
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９．Teaching method of aerial movement using 
relative movement of gymnastics for pole vault 
beginners
Ryota Hirama, Tadashi Takeda, Shuhei Hirota, 
Shin-ichi Omiya
１）目的
　棒高跳びは他の跳躍種目とは異なり，道具を用いる唯
一の跳躍種目である。走り幅跳びや走り高跳び，三段跳
びとは異なり，身体が３～６mほど上昇する。また，バー
を越えたかの結果がわかりやすいことや，選手の緊張感
やプレッシャーが見ている他の選手，観客に伝わりやす
い。これまで体操競技における類縁運動を実際に指導し，
棒高跳びの技術向上との関係を実証的に研究した研究は
見当たらない。そこで，本研究の目的は，棒高跳びの初
心者に対して体操競技の類縁運動を用いた空中動作を指
導し，その効果を検証することとした10）。
２）方法
　対象者は，大学生の陸上競技経験者で棒高跳びを行っ
たことのない３名（Ａ，Ｂ，Ｃ）と陸上未経験者の１名（Ｄ）
の合計４名であった。平成29年７月から11月まで１回40
分を週に２回，合計30回体操競技を実施した。この４ヵ
月間に被験者４名は一度も跳躍を行ってはいない。実施
した体操種目として，床運動では，後転倒立，倒立1/2
捻り，後方倒立回転跳びなどであった。鉄棒運動では，
スウィング，大ふり，蹴上がり，後方浮き支持回転など
であった。トランポリン運動では，腹落ち1/2横回り，
腰落ち‒背落ち‒倒立1/2捻りなどであった。
３）結果
　結果は，被験者Ａ，Ｂはプレ跳躍時に2m00㎝を超え
ることができたが，被験者Ｃ，Ｄは2m00㎝を超えるこ
とができなかった。
　ポスト跳躍では，被験者Ａ，Ｂは3m00㎝を超えるこ
とでき，被験者Ｃ，Ｄは2m50㎝を超えることができた。
　動作の質的変化には，「振り上げ脚の向上」，「倒立姿
勢の向上」，「クリアランス時の身体の捻り」の３点に主
な向上がみられた。
４）考察
　本研究では，鉄棒運動，床運動，マット運動の三競技
から類縁運動を先行研究やオリジナルで選出し，空中動
作の指導を行ったが様々な課題が考えられた。
　①機能局面ポール曲げが行われなかった。ポール曲げ
は実際の跳躍やポールを用いた技術向上の練習を同時に
行う必要があると考えた。
　②倒立姿勢の確立は，体操競技では空中で倒立姿勢に
なることは多いが，倒立姿勢も実際の跳躍でポールを扱
い体操競技と同時に技術練習をすることで効果がさらに
発揮されると考えた。
　③クリアランス時の身体の捻りに関してだが，日常生
活では空中で身体を操作することはまずない。今後は，
トランポリン運動前の準備段階の必要が示唆された。大
学生では筋力やスポーツ経験が豊富であったため今回実
施した種目を時間がかからずとも行うことができてい
た。若年層が空中動作を身に付けられるように更に体操
競技の類縁運動の実施種目を精査し行っていく必要が示
唆された。
５）質疑応答
Ｑ：なぜ，体操競技を用いたのか？
Ａ：棒高跳では，足が地面から離れてからの動作は体操
競技といわれており，実際に体操競技を行うことに
より効果があるのかを検証するために体操競技を用
いた。
６）発表を終えて
　今後は，棒高跳びの跳躍について継続して研究を進め
るとともに，体操競技を用いた初心者への技術指導の効
果について検証していきたい。
図12　発表の様子（平間）
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10．Effect of the Posture Walking to improve body 
function
Kimiko Suzuki, Yukari Yamauchi, Tadashi Takeda, 
Keizo Yamamoto 
１）目的
　「ポスチュアウォーキング」とは，ポスチュアウォー
キング協会が提唱する歩き方であり，日常生活でどこで
もできる，とてもエレガントで美しい歩き方である。
　そこで本研究の目的は，美しい姿勢で歩くことを目的
としたポスチュアウォーキングを紹介し，普及させてい
くこととした11）。
２）方法
　ポスチュアウォーキングの基本動作は大きく４つに分
けることができる。①頭部を踵の鉛直上に位置させ，姿
勢を正す。②体の重さを最大限利用し，足部のロッカー
ファンクションを使ってカラダを前に押し出す。その際
に内股，立脚足の膝が曲がらないように注意し，両足の
爪先をやや外に開く。③足裏を,踵からつま先に向け重
心を移動させると，踵から大臀筋の筋肉がつながる。こ
のことが，主に大臀筋への強いエクササイズになり引き
上がる。④腕は後ろにのみ振る。
　ポスチュアウォーキングは，他のウォーキングとの比
較では，見た目は大変静かであるが筋肉を伸ばし，ひね
りながら歩くことでエクササイズになる。また，男性ら
しく，女性らしく歩くポイントの違いとして，膝と肘の
使い方にあることとしている。これらの動作及び，ポス
チュアウォーキングの有効性について実践的に紹介す
る。
３）結果
　筋肉の動きを意識し，身体を使うことは美しく，トレー
ニングをしていることに実感がないままやがて美しい身
体に変化していくと考えられた。歩くうちに体型の変化
だけでなく，心が明るくなり，ポジティブシンキングに
なっていると考えられる。これらが成長期にある若者に
与える影響は大きく，心と体の運動として有効であると
いえる。
　また，実用的な美しい体の使い方として，礼儀作法と
しても通じると考えられる。さらに，小学生を対象にし
た研究も行われ効果も確認された。
　2000年春に一人で始めた普及活動は，すでに日本全国，
海外にまで広がりつつある。学校教育にも取り入れられ
始めることとなった。ポスチュアウォーキングにより歩
き方が綺麗になり，姿勢，スタイルが変化するだけでな
く，健康になり心が明るくなったとの声が上がっている。
４）考察
　姿勢と歩き方を美しくする方法として，「ポスチュア
ウォーキング」の歩行法を社会に広げることにより，明
るくいきいきと生きることができ，健康増進を図ること
が出来ると考えられる。
　また，礼儀作法としての美を身に着けることが可能で
あり，教育の場面においても有効であると考えられる。
　日本発の新しいウォーキングスタイルを普及させるこ
とで，平和な社会づくりに貢献できると考えられる。
５）質疑応答
Ｑ１：体の各所の筋肉パワーは計ったのか？
Ａ１：先行研究で行っているが今回は動作のみの紹介と
した。
Ｑ２：腰の筋活動パワーはどうであったか？
Ａ２：腰はパワーがほとんど使われておらず，負担が極
めて少ないと考える。
６）発表を終えて
　ポスチュアウォーキングについて多くの関心の声を頂
き，世界に通用するメソッドであることを認識した。今
後はさらに二足歩行を工夫するポスチュアウォーキング
が教科書に記載される事を目指し，研究を進めていきた
い。
図13　発表の様子（鈴木）
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Ⅲ．優秀研究者賞の受賞
　Outstanding Researcher Award（優秀研究者賞）を
竹田（口頭），渡部（ポスター），山内（ポスター）らの
３名が受賞した。この表彰は，発表者全体から優れた研
究発表と承認された５名に与えられる賞であり，そのう
ちの３名に選ばれた。
付　記
　本研究は，平成30年度北方圏生涯スポーツ研究セン
ターの助成を受けて実施したものである。本研究におい
て，申告すべき利益相反状態はない。
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